
分散値の区間推定（母平均は未知） 
 

データを  {𝑥𝑖}𝑖=1
𝑛  とした時の、分散値を区間推定する。 

但し 以下を前提とする。 

・データは正規分布に従う。 

 

X̅を{xi}i=1
n の標本平均、U

 
2 を{xi}i=1

n の不偏分散 とする。 

すなわち 𝑋̅ =
∑ 𝑥𝑖

𝑛
𝑖=1

𝑛
 ,    𝑈2 =

∑  (𝑥𝑖−𝑋̅)2   𝑛
𝑖=1

𝑛−1
 

 

この時   
(𝑛−1)𝑈2

σ2
 は 自由度ｎ-1の𝜒2分布に従う。 

 

この時、母分散𝜎２の信頼区間は 
 

   
(𝑛−1)𝑈2

𝜒𝛼/2
2 (𝑛−1)

≤ σ2 ≤
(𝑛−1)𝑈2

𝜒1−𝛼/2
2 (𝑛−1)

   

 

ここで 𝜒𝛼/2
2 (𝑛 − 1) は自由度 n―１の𝜒2分布の上側確率が 

𝛼

２
 となる値。 

 𝜒1−𝛼/2
2 (𝑛 − 1) は自由度 n―１の𝜒2分布の下側確率が 

𝛼

２
 となる値。 

となる。 
 


